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立教 189年　全教一斉にをいがけデー
　　　　身近なたすけ合いで
　　　　　　　　世の中を明るく

　

東
伊
豆
支
部
で
は
28
日
、

台
風
も
近
付
き
ど
し
ゃ
降

り
の
中
で
あ
っ
た
が
、
東

急
下
田
線
の
下
田
駅
を
皮

切
り
に
、
熱
海
（
来
宮

駅
）
ま
で
の
主
要
駅
7
箇

所
で
、
教
会
長
、
よ
う
ぼ

く
に
よ
る
路
傍
講
演
を
つ

と
め
た
。

　

29
日
、
30
日
は
各
組
3

つ
に
分
か
れ
、
そ
の
日
の

拠
点
教
会
に
集
合
し
、
お

つ
と
め
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

読
み
合
わ
せ
に
続
き
、
実

　

９
月
は
に
を
い
が
け
の
月
。
９
月
１
日
か
ら
７

日
ま
で
は
「
教
会
長
布
教
実
動
週
間
」
と
定
め
、

各
直
属
教
会
系
統
で
活
発
に
布
教
活
動
が
つ
と
め

ら
れ
、
教
区
・
支
部
で
は
こ
の
月
の
締
め
括
り
と

し
て
、
月
末
の
３
日
間
「
全
教
一
斉
に
を
い
が
け

デ
ー
」
が
実
施
さ
れ
た
。
各
支
部
で
は
住
宅
地
で

戸
別
訪
問
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
配
布
、
ま
た
駅
前
な

ど
で
神
名
流
し
、
路
傍
講
演
な
ど
活
発
な
布
教
活

動
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

動
。
そ
の
後
、
振
り
返
り

を
行
な
っ
た
。

　

参
加
者
は
実
働
す
る
な

か
で
、
お
互
い
に
学
び
合

い
、
勇
ま
せ
合
う
機
会
と

な
り
、
支
部
内
が
一
手
一

つ
に
活
動
で
き
る
年
祭
の

年
と
し
て
意
義
深
い
も
の

と
な
っ
た
。

　

伊
豆
支
部
で
は
28
日
、

１
組
と
２
組
が
管
内
全
駅

で
路
傍
講
演
を
行
い
、
三

島
駅
を
皮
切
り
に
午
後
５

時
の
修
善
寺
駅
ま
で
、
雨

天
の
中
も
勇
ん
で
一
日
中

路
傍
講
演
を
行
っ
た
。
３
、

４
組
は
沼
津
市
戸
田
中
央

桟
橋
で
路
傍
講
演
を
つ
と

め
た
。

　

29
日
、
30
日
は
各
組
で

拠
点
を
設
け
、
戸
別
訪
問

に
汗
を
流
し
、
充
実
し
た

三
日
間
を
過
ご
し
た
。

　

駿
豆
支
部
は
28
日
、
組

ご
と
駅
周
辺
や
大
通
り
で

路
傍
講
演
や
神
名
流
し
を

行
っ
た
。

　

29
日
、
30
日
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
拠
点
を
中
心
に
戸

別
訪
問
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

配
布
を
行
っ
た
。

　

富
士
支
部
は
28
日
、
田

子
浦
分
教
会
を
拠
点
に
３

カ
所
に
分
か
れ
路
傍
講
演
、

戸
別
訪
問
を
行
っ
た
。

東
伊
豆
支
部

伊
豆
支
部

駿
豆
支
部

富
士
支
部
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集
合
し
、
お
願
い
づ
と
め

と
布
教
部
長
の
勇
ん
だ
講

話
後
、
戸
別
訪
問
に
歩
い

た
。

　

30
日
は
、
各
教
会
に
て

実
施
し
た
。

　

中
駿
西
支
部
で
は
、
28

日
志
静
分
教
会
、
29
日
甲

駿
分
教
会
、
30
日
手
越
原

分
教
会
を
拠
点
に
3
日
間

で
延
べ
53
名
が
参
加
し
た
。

あ
い
に
く
の
天
候
で
は

あ
っ
た
が
参
加
者
は
勇
心

を
も
っ
て
勤
め
た
。　

　

28
日
夕
方
か
ら
は
青
葉

イ
ベ
ン
ト
広
場
、
30
日
夕

方
は
静
岡
駅
南
口
に
お
い

て
有
志
に
よ
る
路
傍
講
演

を
実
施
。
仕
事
帰
り
の
大

勢
の
人
々
が
行
き
交
う
中
、

真
実
の
お
や
の
御
教
え
を

伝
え
る
声
が
響
い
た
。

　

西
駿
支
部
は
、
４
組
に

分
か
れ
て
実
施
。

　

１
組
（
焼
津
市
）
は
28

日
、
教
務
支
庁
周
辺
で
戸

別
訪
問
。
29
日
は
、
焼
津

駅
南
口
に
て
路
傍
講
演
と

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
配
布
を

行
っ
た
。

　

２
組
（
藤
枝
市
）
は
28

日
、
藤
枝
駅
南
口
に
て
路

傍
公
演
と
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

配
布
。
29
日
は
美
和
分
教

会
周
辺
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

配
布
を
行
っ
た
。

　

３
組
（
島
田
市
）
は
28

日
、
島
田
駅
北
口
に
て
路

傍
公
演
。
29
日
は
白
羽
大

教
会
周
辺
、
30
日
は
錦
行

分
教
会
周
辺
に
て
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
配
布
を
行
っ
た
。

　

４
組
（
旧
榛
原
郡
）
は

28
日
、
白
羽
大
教
会
周
辺

に
て
神
名
流
し
を
行
っ
た
。

　

30
日
は
各
組
、
所
属
教

会
周
辺
に
て
戸
別
訪
問
を

実
施
し
た
。

　

雨
天
に
よ
る
心
配
も

あ
っ
た
が
、
期
間
を
通
し

て
激
し
い
雨
に
な
る
こ
と

も
な
く
、
参
加
者
は
晴
天

の
心
を
持
ち
、
一
層
勇
ん

で
に
を
い
が
け
に
勤
し
ん

だ
。

　

中
遠
支
部
は
、
各
組
で

活
動
を
実
施
。

　

１
組
は
28
日
、
城
東
分

教
会
、
菊
川
駅
間
を
神
名

流
し
。
菊
川
駅
に
て
路
傍

講
演
を
行
っ
た
。

　

２
組
は
28
日
、
掛
川
分

教
会
か
ら
掛
川
駅
ま
で
神

名
流
し
。
掛
川
駅
に
て
路

傍
講
演
。

　

３
組
は
、
愛
野
駅
前
に

て
神
名
流
し
と
路
傍
講
演
。

29
日
に
は
、
袋
井
駅
前
に

て
神
名
流
し
と
路
傍
講
演

を
行
っ
た
。

　

４
組
は
、
周
智
分
教
会

を
拠
点
に
路
傍
講
演
、
戸

別
訪
問
。

　

５
組
は
、
山
八
分
教
会

を
拠
点
に
路
傍
講
演
と
神

名
流
し
。

　

６
組
は
、
豊
田
町
駅
前

に
て
神
名
流
し
と
路
傍
講

演
に
汗
を
流
し
た
。

　

西
遠
支
部
は
、
昨
年
に

続
き
今
年
も
雨
模
様
の
中

も
、
支
部
管
内
7
組
が

そ
れ
ぞ
れ
工

夫
を
こ
ら
し
、

教
会
長
を
中

心
に
神
名
流

し
、
路
傍
講

演
、
戸
別
訪

問
な
ど
つ
と

め
た
。

　

ま
た
婦
人
会
も
率
先
し

て
路
傍
講
演
な
ど
を
つ
と

め
頂
き
誠
に
あ
り
が
た
い

3
日
間
だ
っ
た
。

　

北
遠
支
部
は
28
日
、
各

組
に
分
か
れ
て
実
施
。

　

小
雨
降
る
な
か
で
の
路

傍
講
演
は
、
多
勢
の
参
加

者
が
街
頭
に
立
っ
た
。

　

に
を
い
が
け
を
終
え
、

教
会
に
戻
る
と
急
に
ど

し
ゃ
降
り
と
な
り
、
参
加

者
は
親
神
様
の
後
押
し
を

実
感
し
た
。

　

29
、
30
日
は
、
各
拠
点

教
会
周
辺
を
戸
別
訪
問
に

回
っ
た
。

　

29
日
は
、
ロ
ゼ
シ
ア

タ
ー
前
交
差
点
に
て
路
傍

講
演
。

　

30
日
は
、
越
乃
洋
分
教

会
を
拠
点
に
婦
人
会
員
が

中
心
と
な
っ
て
神
名
流
し

を
行
っ
た
。

　

東
駿
支
部
は
、
28
日
に

Ｊ
Ｒ
清
水
駅
、
草
薙
駅
に

て
路
傍
講
演
、
よ
ろ
づ
よ

八
首
奉
唱
。

　

29
日
に
は
、
興
津
分
教

会
よ
り
興
津
駅
ま
で
神
名

流
し
を
行
い
、
駅
前
に
て

路
傍
講
演
、
よ
ろ
づ
よ
八

首
奉
唱
。

　

30
日
に
は
、
蒲
原
駅
、

新
蒲
原
駅
に
て
路
傍
講
演

を
実
施
し
た
。

　

中
駿
東
支
部
で
は
28
日
、

静
岡
駅
前
に
て
路
傍
講
演
。

　

29
日
、
静
岡
大
教
会
に

東
駿
支
部

中
駿
東
支
部

西
駿
支
部

中
駿
西
支
部

中
遠
支
部

西
遠
支
部

北
遠
支
部
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教会長 ようぼく その他 教会長 ようぼく その他 教会長 ようぼく その他

28日 18 3 0 28日 9 10 0 28日 20 88 5
29日 16 4 0 29日 10 14 0 29日 22 97 4
30日 16 4 0 30日 10 12 0 30日 20 56 2
計 50 11 0 計 29 36 0 計 62 241 11
28日 12 13 0 28日 14 9 0 28日 14 27 2
29日 6 3 0 29日 5 3 0 29日 13 21 1
30日 2 9 0 30日 6 3 0 30日 11 27 1
計 20 25 0 計 25 15 0 計 38 75 4
28日 20 25 3 28日 19 14 1 28日 27 19 0
29日 19 22 2 29日 19 18 1 29日 20 28 1
30日 18 25 3 30日 22 16 2 30日 7 4 0
計 57 72 8 計 60 48 4 計 54 51 1
28日 31 44 1 28日 14 35 1 28日 198 287 13
29日 30 39 0 29日 11 18 3 29日 171 267 12
30日 29 43 2 30日 11 18 2 30日 152 217 12
計 90 126 3 計 36 71 6 計 521 771 37

立教１８９年　全教一斉にをいがけデー　集計

全体
57％

東伊豆
89％

伊豆
45％

駿豆
68％

富士
61％

東駿
33％

中駿東
52％

中駿西
63％

西駿
49％

中遠
56％

西遠
55％

北遠
73％

支部・教会長参加率 支部・教会長参加率 支部・教会長参加率

富士支部富士支部

伊豆支部伊豆支部

東駿支部東駿支部

北遠支部北遠支部

駿豆支部駿豆支部

中駿東支部中駿東支部

中遠支部中遠支部

中駿西支部中駿西支部西駿支部西駿支部

西遠支部西遠支部

東伊豆支部東伊豆支部
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４

　

駿
豆
支
部
（
青
島
清
人

支
部
長
）
は
10
月
4
日
13

時
よ
り
、
佐
野
原
大
教
会

を
会
場
に
支
部
総
会
を
開

催
し
た
。

　

は
じ
め
に
親
神
様
、
教

祖
、
祖
霊
様
を
礼
拝
。
続

い
て
鳴
物
を
入
れ
、
十
二

下
り
の
総
立
ち
の
お
つ
と

め
が
一
手
一
つ
に
勇
ん
で

つ
と
め
ら
れ
た
。

　

お
つ
と
め
後
の
式
典
で

は
、
鈴
木
清
一
布
教
部
長

よ
り
開
会
の
挨
拶
の
後
、

　

10
月
4
日
午
前
10
時
よ

り
、
西
駿
支
部
総
会
が
教

務
支
庁
で
行
な
わ
れ
た
。

　

は
じ
め
に
岩
本
政
之
支

部
長
の
手
に
よ
り
親
神

様
、
教
祖
、
祖
霊
様
を
礼

拝
。
続
い
て
鳴
物
を
入
れ

て
、
座
り
づ
と
め
と
よ
ろ

づ
よ
八
首
の
総
立
ち
の
て

を
ど
り
が
一
手
一
つ
に
勇

ん
で
つ
と
め
ら
れ
た
。

　

お
つ
と
め
後
、
教
区
元

主
事
て
東
濵
名
分
教
会
前

会
長
の
鈴
木
顕
太
郎
先
生

に
よ
る
講
話
が
行
な
わ
れ

た
。

　

教
区
学
生
会
は
9
月
19

日
、
教
務
支
庁
を
会
場
に

「
道
の
学
生
ひ
の
き
し
ん

デ
ー
」
を
開
催
し
た
。

　

今
年
は
雨
が
続
き
、
例

年
会
場
に
し
て
い
た
浜
当

目
海
岸
で
の
ひ
の
き
し
ん

が
困
難
な
た
め
、
会
場
を

変
え
て
の
デ
ー
と
な
っ
た
。

　

ひ
の
き
し
ん
は
神
殿
の

畳
拭
き
、
部
屋
の
窓
ふ
き
、

掃
除
機
掛
け
、
廊
下
拭
き

な
ど
。
一
人
ひ
と
り
勇
み

心
い
っ
ぱ
い
に
ひ
の
き
し

ん
に
励
ん
だ
。

　

ひ
の
き
し
ん
後
は
、
レ

布
教
部
、
婦
人
会
、
青
年

会
、
少
年
会
、
学
生
担
当

委
員
会
な
ど
の
各
部
各
会

か
ら
の
活
動
報
告
が
行
わ

れ
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
、

行
事
へ
の
案
内
や
参

加
の
呼
び
掛
け
が
行

わ
れ
た
。

最
後
に
青
島
支
部
長

よ
り
閉
会
挨
拶
が
な

さ
れ
た
。

参
加
者

大
人
78
名

少
年
会
員
19
名

合
計
97
名

　

鈴
木
先
生
は
、
お
ぢ
ば

よ
り
教
祖
140
年
祭
後
に
各

教
会
に
「
た
す
け
一
条 

つ
と
め
一
条
」
の
色
紙
が

下
付
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に

込
め
ら
れ
た
真
柱
様
の
親

心
に
つ
い
て
ふ
れ
、
こ
れ

か
ら
私
た
ち
が
ど
の
よ
う

に
つ
と
め
て
行
け
ば
い
い

の
か
、
自
ら
の
体
験
談
を

交
え
て
分
か
り
や
す
く
述

べ
ら
れ
た
。

　

講
話
後
は
、
参
加
者
が

３
、
4
人
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
振
り
返
り
を

行
っ
た
。

ク
レ
ー
シ
ョ
ン
で
親
睦
を

深
め
た
。

　

そ
の
後
、
食
堂
に
て
軽

食
。
そ
れ
ぞ
れ
に
作
っ
た

パ
ン
ケ
ー
キ
に
舌
鼓
を

打
っ
た
。

　

今
回
は
、
昨
年
よ
り
も

参
加
者
は
減
っ
た
が
、
よ

り
親
睦
を
深
め
る
良
い
機

会
と
な
っ
た
。

　

学
生
ら
は
、
今
後
の
行

事
つ
い
て
話
し
合
う
な
ど
、

活
動
に
意
欲
的
な
姿
が
見

ら
れ
た
。

◇

　

学
生
会
の
行
事
に
参
加

し
た
こ
と
の
な
い
学
生
が

県
内
に
は
ま
だ
ま
だ
い
ま

す
の
で
、
近
く
に
い
る
学

生
に
積
極
的
に
声
を
お
か

け
い
た
だ
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
学
生
会

活
動
を
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

教
区
学
担
委
員
長岡

野
多
吉

駿
豆
支
部
総
会

駿
豆
支
部
総
会

西
駿
支
部
総
会

西
駿
支
部
総
会

道
の
学
生
ひ
の
き
し
ん
デ
ー

道
の
学
生
ひ
の
き
し
ん
デ
ー


